
新年のごあいさつ
平成24年度から65歳以上の方の介護保険料が変更になります
確定申告の準備はお早めに！
平成24年度償却資産（固定資産税）の申告時期になりました
町土整備課からのお知らせ
主な施設の年末・年始休館日などのご案内

w a k a s a  2 0 1 2

保育所でおもちつき大会

おもちつき大会が若桜保育所で開催されました。
子どもたちは「よいしょ、よいしょ」と元気にか
け声をあげながら、おじいちゃんやおばあちゃん
とおもちつきを楽しみました。
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平
成
24
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
が
変
更
に
な
り
ま
す

～
介
護
保
険
は
、
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
本
人
や

　
　そ
の
家
族
が
抱
え
て
い
る
介
護
の
不
安
や
負
担
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　社
会
的
に
支
え
合
う
制
度
で
す
～

　

こ
の
調
査
は
全
産
業
分
野
に

お
け
る
事
業
所
及
び
企
業
の
経

済
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
実
施
す
る
調
査
で

す
。

調
査
期
日

　

平
成
24
年
２
月
１
日
現
在

調
査
対
象

　

す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企

業 平
成
24
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス

　
　
　

活
動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

島
根
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
（
代
表　

執
行
委
員
長　

幸
野
秀
行　

様
）
組
合
員
の
皆

様
か
ら
の
カ
ン
パ
資
金
に
よ
り

交
通
安
全
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
２
基
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

　
　
　

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
方
に
は
日
頃
か

ら
「
元
気
な
町
づ
く
り
」
に
多

数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
町
づ
く

り
は
「
私
た
ち
の
手
で
」
と
い

う
気
運
が
出
て
ま
い
り
ま
し

た
。
町
も
少
し
ず
つ
元
気
を
と

り
戻
し
て
お
り
ま
し
て
、
皆
様

に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
末
年
始
の
山
陰

地
方
の
豪
雪
、
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
、
そ
れ
に
関
連
し

て
福
島
県
の
東
京
電
力
第
一
原

子
力
発
電
所
で
の
事
故
、
９
月

の
台
風
12
号
に
よ
る
紀
伊
半
島

で
の
大
災
害
な
ど
、
一
年
中
災

害
で
国
民
が
恐
怖
に
お
ち
い
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
も
、
防
災
対
策
を
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
度
は
、
平

成
19
年
度
に
計
画
策
定
し
た
第

８
次
若
桜
町
総
合
計
画
の
最
終

年
度
の
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
の
５
ヶ
年
の
中

で
、
国
道
・
県
道
の
整
備
で
は
、

国
道
29
号
の
落
折
地
内
改
良
、

国
道
４
８
２
号
の
茗
荷
谷
バ
イ

パ
ス
も
平
成
24
年
９
月
頃
に
は

供
用
開
始
の
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
若
桜
鉄
道
の
公

有
民
営
で
上
下
分
離
方
式
で
の

ス
タ
ー
ト
、町
営
バ
ス
の
運
行
、

池
田
小
学
校
の
統
合
、
小
中
一

貫
教
育
校
と
し
て
の
校
舎
の
建

築
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
（
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
）、
携
帯

電
話
未
普
及
地
域
の
解
消
、
道

の
駅
の
建
設
な
ど
も
行
い
ま
し

た
し
、
林
業
振
興
と
し
ま
し
て

は
、
八
頭
中
央
森
林
組
合
の
加

入
や
、
素
材
生
産
共
同
体
の
設

立
や
路
網
の
整
備
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
鳥
獣
被

害
対
策
の
充
実
、
宿
内
の
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
事
業
、

中
原
保
育
所
を
活
用
し
た
企
業

の
誘
致
、
旧
吉
川
分
校
を
活
用

し
た
高
齢
者
の
世
代
間
交
流
施

設
の
整
備
、
町
民
の
皆
様
の
健

康
福
祉
対
策
、
町
内
公
共
施
設

の
整
備
、
新
年
度
か
ら
の
福
祉

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

若
桜
町
長　

小
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介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介

護
保
険
法
に
よ
り
３
年
に
一

度
、
市
町
村
ご
と
に
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

次
期
（
第
５
期
）
計
画
の
見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
保

険
事
業
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
23
年
８
月
に
実
施
し

ま
し
た
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
や
、
こ
れ
ま
で
の

給
付
実
績
の
評
価
分
析
や
諸
課

題
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
要

介
護
認
定
者
の
人
数
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
に
か
か
る
費
用
な

ど
の
現
状
を
考
慮
し
て
、
平
成

24
年
度
～
26
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
額
を
見
直
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。（
若
桜
町
の
平
成

21
年
度
～
23
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
は
月
額
４
，
１
３
３
円

（
基
準
額
））

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
24
年

度
～
26
年
度
ま
で
の
65
歳
以
上

の
介
護
保
険
料
が
、
全
国
平
均

で
月
額
５
，
２
０
０
円
程
度
に

な
る
と
の
試
算
を
示
し
、
上
げ

幅
は
１
，
０
０
０
円
を
超
え
る

と
し
て
い
ま
す
。
若
桜
町
に
お

い
て
も
、
特
に
平
成
23
年
度
に

介
護
認
定
者
数
の
増
加
な
ど
に

よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と

費
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
平
成
24
年
度
以
降
も
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
数
と
そ
の
費
用
が

増
加
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
、
町
の
介
護
給
付
費
等
準

備
基
金
を
取
り
崩
し
、
で
き
る

限
り
保
険
料
の
軽
減
に
活
用
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
が
、
国

の
試
算
額
を
上
回
る
介
護
保
険

料
額
に
変
更
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
な
方

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
重

要
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

調
査
内
容

　

従
業
者
数
な
ど
の
基
本
的
な

項
目
や
売
上
高
な
ど
の
経
理
項

目調
査
方
法

　

調
査
票
は
知
事
に
任
命
さ
れ

た
調
査
員
が
平
成
24
年
１
月
末

日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。
平

成
24
年
２
月
１
日
以
降
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
所
の
設
置
や
防
災
対
策
室

の
設
置
な
ど
で
役
場
庁
舎
の
大

幅
な
改
修
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
借
金
は
極
力
少
な
く

し
て
、基
金（
貯
金
）を
多
く
し
、

財
政
の
基
盤
の
安
定
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
８
次
若

桜
町
総
合
計
画
で
計
画
し
た
事

業
の
８
割
は
、
お
お
む
ね
達
成

し
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
山
間
地

域
に
お
き
ま
し
て
は
、
次
か
ら

次
へ
と
課
題
が
湧
い
て
ま
い
り

ま
す
。
人
口
の
減
少
を
く
い
止

め
る
た
め
の
定
住
対
策
を
は
じ

め
、
若
桜
鉄
道
の
活
性
化
と
宿

内
の
景
観
の
町
づ
く
り
、
小
中

一
貫
校
と
子
育
て
支
援
の
充

実
、
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
に
連
絡

す
る
国
道
４
８
２
号
の
整
備

促
進
、
遊
休
農
地
の
活
用
、
林

業
で
の
所
得
の
向
上
、
商
工
会

の
活
性
化
、
旧
池
田
小
学
校
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
、
氷
ノ
山

を
中
心
に
し
た
町
内
施
設
の
観

光
客
誘
致
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
、
幼
保
の
一
元
化
、
お
互
い

が
支
え
合
っ
て
い
く
集
落
づ
く

り
や
、
集
落
の
育
成
、
簡
易
水

道
の
統
合
、
財
政
基
盤
の
強
化

な
ど
、
さ
ら
に
は
韓
国
平

ぴ
ょ
ん

昌
ち
ゃ
ん

郡ぐ
ん

と
の
幅
広
い
交
流
な
ど
た
く

さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
と

一
緒
に
な
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
新

年
度
か
ら
始
ま
る
第
９
次
若
桜

町
総
合
計
画
（
平
成
24
年
度
～

28
年
度
）
を
策
定
す
る
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

常
に
私
が
皆
様
に
言
っ
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、
地
方
公
共
団

体
は
、
直
接
民
主
制
を
ベ
ー
ス

に
し
た
二
元
代
表
民
主
制
で
ご

ざ
い
ま
す
。
町
長
と
議
会
と
い

う
二
つ
の
民
意
と
町
民
の
直
接

参
加
で
自
治
体
は
動
い
て
お

り
、「
主
権
者
で
あ
る
町
民
の

意
志
を
反
映
さ
せ
る
」、
こ
れ

が
民
主
主
義
で
あ
り
、
自
治
体

に
町
民
の
政
府
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

町
民
の
皆
様
の
憲
法
と
も
い
う

べ
き
住
民
基
本
条
例
も
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
が
、
若
桜
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
り
の
持

て
る
「
町
づ
く
り
」
を
共
に
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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☎
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税務課
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平
成
24
年
度
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た

償
却
資
産
と
は
…

　

土
地
や
家
屋
以
外
の
『
事
業

用
資
産
』
で
す
。

償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の
は
…

　

事
業
の
た
め
に
会
社
や
個
人

が
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、
機

械
、
船
舶
、
運
搬
具
、
工
具
及

び
備
品
な
ど
で
す
。

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
…

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在

で
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有

す
る
法
人
や
個
人
で
す
。

申
告
方
法
は
…

　

申
告
す
べ
き
資
産
が
あ
り
、

昨
年
度
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、

申
告
書
を
12
月
下
旬
頃
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。
償
却
資
産
の
種

類
、
数
量
、
取
得
時
期
、
取
得

価
額
、
耐
用
年
数
な
ど
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
規

で
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
未

申
告
で
あ
っ
た
方
な
ど
は
、
役

場
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

　

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、「
減
価
償
却
資
産
の
耐

用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
」
が

改
正
さ
れ
、「
機
械
及
び
装
置
」

を
中
心
と
し
て
資
産
区
分
の
見

直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
の
時
点

で
所
有
し
て
い
る
資
産
の
中

に
、
平
成
19
年
以
前
に
取
得
し

た
機
械
及
び
装
置
で
耐
用
年
数

に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、
訂

正
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
耐
用
年
数
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

【
申
告
書
の
提
出
期
限
】

　

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

【
提
出
先
】

　

役
場
税
務
課

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県

民
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
必
要
書
類
・
領
収

書
な
ど
を
事
前
に
整
え
、
正
し

い
申
告
を
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
い
申
告
の
日
程
は
、
広

報
わ
か
さ
２
月
号
、
回
覧
文
書

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
得
税　

確
定
申
告
が
必
要
な
人

○
給
与
所
得
の
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，
０
０
０
万

円
を
越
え
る
人

②
給
与
所
得
・
退
職
所
得
以
外

の
所
得
合
計
額
が
20
万
円
を

越
え
る
人

③
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も

ら
い
、
主
た
る
給
与
以
外
の

給
与
収
入
金
額
と
給
与
所

得
・
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人

○
給
与
所
得
以
外
の
人

　

平
成
23
年
中
に
事
業
所
得

（
農
業
・
営
業
な
ど
に
よ
る
所

得
）
が
あ
っ
た
人
、
不
動
産
所

得
（
地
代
・
家
賃
な
ど
）
の
あ
っ

た
人
、
土
地
や
建
物
な
ど
を
譲

渡
し
た
人
な
ど
で
、
所
得
の
合

計
額
が
扶
養
控
除
、基
礎
控
除
、

そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
も
多
い
人
な
ど
は
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
還
付

　

平
成
23
年
の
中
途
に
退
職

し
、再
就
職
し
て
い
な
い
人
や
、

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

（
医
療
費
控
除
）、
住
宅
の
取
得

や
一
定
の
増
改
築
の
た
め
に
銀

行
な
ど
か
ら
借
り
た
借
入
金
残

高
が
あ
る
人
（
住
宅
借
入
金
特

別
控
除
）
な
ど
は
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

町
県
民
税

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

若
桜
町
に
住
所
が
あ
る
人
は
、

平
成
24
年
3
月
15
日
ま
で
に
町

県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
申
告
書
は
、
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
軽
減
措
置
・
介
護
保
険

料
・
保
育
料
な
ど
の
判
定
や
所

得
証
明
な
ど
の
資
料
に
な
り
ま

す
の
で
、
収
入
が
な
い
人
・
扶

養
家
族
に
な
っ
て
い
る
人
も
必

ず
期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
た
人
、
年
末
調
整
を
し

た
給
与
以
外
の
所
得
が
な
い
人

な
ど
は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
さ
れ
る
人
の
印
鑑

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
を
受
け
る
人
は

保
険
料
の
支
払
い
証
明
書

③
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額

を
確
認
で
き
る
も
の
（
社
会

保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
）

④
源
泉
徴
収
票
・
年
金
支
払
い

報
告
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

領
収
書
・
ま
た
は
証
明
書

⑥
還
付
申
告
の
場
合
は
申
告
す

る
人
の
金
融
機
関
の
口
座
番

号
が
わ
か
る
も
の

⑦
事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
）・

不
動
産
所
得
な
ど
の
あ
る
人

は
収
入
・
支
出
明
細
書
・
領

収
書
な
ど

⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人

は
、
寄
附
し
た
団
体
か
ら
受

け
た
受
領
証
な
ど

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
、
事
前
に
医
療
機
関
別
・

個
人
別
に
領
収
書
な
ど
を
区

別
し
、
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※
農
業
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る

人
は
、
必
要
経
費
を
そ
れ
ぞ

れ
分
類
し
て
計
算
し
、
で
き

る
だ
け
収
支
内
訳
書
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

※
営
業
所
得
・
譲
渡
所
得
・
山

林
所
得
の
簡
易
な
申
告
は
受

付
け
ま
す
の
で
、
該
当
地
区

の
日
程
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
方
は
鳥
取

市
役
所
駅
南
庁
舎
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。（
確
定
申
告

期
間
中
は
、
鳥
取
税
務
署
で

の
申
告
相
談
を
実
施
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。） 確定申告の準備は

お早めに！
「申告の相談・受付は

平成24年２月16日（木）～３月15日（木）」
e-Tax なら、あなたのパソコンから
24時間申告が可能です。
※平成24年１月16日（月）～３月15日（木）（メンテナンス時間を除きます。）

①最高４，０００円の税額控除（注）

②添付書類の提出省略

③還付がスピーディー

④国税庁のホームページから電子申告
（注）平成19年分から平成24年分の間でいずれか１回のみ適用を受けることができます。

　　　（平成24年分は最高3,000円）

e-Tax なら、あなたのパソコンから
24時間申告が可能です。

平
成
23
年
分
の
所
得
税

確
定
申
告
か
ら
扶
養
控

除
な
ど
の
内
容
が
変
わ

り
ま
す
！

①
年
少
扶
養(

０
歳
か
ら
15

歳
）
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

手
当
の
創
設
に
よ
り
従
来
の

38
万
円
（
町
民
税
33
万
円
）

の
控
除
が
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
者
控
除
は
適

用
さ
れ
ま
す
。

②
特
定
扶
養（
16
歳
か
ら
18
歳
）

に
つ
い
て
は
、
高
校
の
実
質

無
償
化
に
よ
り
従
来
の
63
万

円
（
町
県
民
税
45
万
円
）
か

ら
38
万
円
（
町
県
民
税
33
万

円
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。

③
特
定
扶
養（
19
歳
か
ら
22
歳
）

に
つ
い
て
は
、
控
除
額
の
変

更
は
な
く
、
63
万
円
（
町
県

民
税
45
万
円
）
の
控
除
と
な

り
ま
す
。

※
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
配
当

な
ど
（
大
口
株
主
を
除
く
）

を
申
告
す
る
場
合
は
、
住
民

税
額
を
「
住
民
税
に
関
す
る

事
項
」
欄
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ｅ

︱
Ｔ
ａ
ｘ
」
で
の
確
定
申
告

が
便
利
で
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
価
格
は
、

本
来
、
売
主
が
自
由
に
決
定
で

き
る
こ
と
か
ら
、
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
後
の
不
動
産
市
場
の
低
迷

に
よ
る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
れ

残
り
個
数
の
増
加
の
際
、
当
初

の
分
譲
価
格
よ
り
大
幅
に
値
下

げ
し
て
販
売
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大

幅
な
値
下
げ
に
よ
り
資
産
価
値

が
低
下
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

す
で
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し

た
方
が
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
当
初
分
譲
価
格
か

ら
値
下
げ
幅
が
大
き
く
か
つ
市

場
価
格
を
下
回
る
廉れ

ん

価
（※）
で
販

売
し
た
場
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を

す
で
に
購
入
し
た
方
が
有
す
る

資
産
価
値
が
、
分
譲
業
者
の
一

方
的
な
廉
価
販
売
に
よ
り
市
場

価
格
よ
り
も
低
下
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
分
譲
業

者
に
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回

避
し
適
正
な
譲
渡
価
格
で
販
売

す
る
義
務
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
義

務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
分

譲
業
者
に
損
害
賠
償
請
求
を

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
分
譲
業
者
が
将
来
分
譲
価

格
の
値
下
げ
を
予
定
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
隠
し

た
り
、
あ
る
い
は
こ
と
さ
ら
虚

偽
の
説
明
を
し
て
不
動
産
を
高

値
で
販
売
し
た
場
合
に
は
、
説

明
義
務
違
反
に
あ
た
り
損
害
賠

償
請
求
を
す
る
こ
と
が
可
能
で

【相談窓口】
　若桜町役場 町民福祉課
　☎（82）２２３３・２２３２
　ＩＰ（982）２２３２
　鳥取県東部消費生活相談室
　☎０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８時30分～ 17時〕

【１月の法律相談】
●と　き＝１月11日（水）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎（82）０２５４

ア
ド
バ
イ
ス

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

相
談
事
例

　

私
は
、
市
街
地
に
マ
ン
シ
ョ

ン
を
購
入
し
て
暮
ら
し
て
き
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
山
間
の
実
家

へ
帰
っ
て
暮
ら
そ
う
と
思
い
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
分
譲
当
初
に
購
入
し
た

高
価
な
も
の
で
相
当
無
理
を
し

て
購
入
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

今
で
も
相
当
の
価
値
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
価
値
が
な

い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ

の
原
因
は
、
分
譲
業
者
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
が
売
れ
残
っ

た
た
め
当
初
の
分
譲
価
格
よ
り

も
相
当
値
下
げ
し
て
販
売
し
て

お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価

値
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
た
め

で
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
分
譲

業
者
は
、「
分
譲
業
者
と
し
て
、

物
件
が
売
れ
残
っ
た
場
合
に
は

価
格
を
下
げ
て
販
売
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
」
と
し
て
、
全

く
と
り
あ
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
の
中
の
水
が
凍
っ
て
、

水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水

道
管
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

水
道
管
を
保
温
材
で
覆
っ
て
く
だ

さ
い
。
保
温
材
は
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
取
り
付
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
く
だ
さ
い
。
直
接
熱
湯
を
か
け

る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
「
元
栓
」

を
閉
め
て
、
給
水
装
置
指
定
工
事

店
へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水道管の凍結に注意！！

　

除
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

積
雪
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
が
行

え
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
道
路
に
車
や
物
は
絶
対
に
置
か
な
い

　

道
路
に
車
や
物
な
ど
が
放
置
し
て
あ

る
と
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
門
前
の
除
雪
・
集
落
道
の
除
雪
は
各

戸
・
各
関
係
者
で
お
願
い
し
ま
す

　

機
械
除
雪
作
業
に
よ
り
、
住
宅
の
入

口
や
集
落
道
な
ど
の
取
り
合
い
の
部
分

に
雪
が
た
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

各
戸
・
各
関
係
者
で
の
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
散
水
施
設
（
消
雪
パ
イ
プ
）
の
運
転

管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
道
の
散
水
施
設
は
河
川
や
道
路
側

溝
・
用
水
路
か
ら
取
水
し
て
い
る
た
め
、

水
路
に
雪
や
ゴ
ミ
を
流
さ
れ
ま
す
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
沿
線
の
水
路
に
雪
や
ゴ
ミ
を
流

さ
な
い
よ
う
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

除雪作業にご協力ください

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
水
道
料
金
・

下
水
道
料
金
を
決
め
る
た
め
の
大
切

な
機
械
で
す
。
水
道
使
用
料
を
把
握

す
る
た
め
に
１
ヶ
月
ご
と
に
検
針
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
正
確
か
つ
効
率

的
に
検
針
を
行
う
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
ご
注
意
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

注
意
点

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

物
を
置
か
な
い
。

●
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
離
し
て
つ
な
ぐ
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
や
中
は
、

き
れ
い
に
保
つ
。

※
長
期
間
、
水
道
を
使
用
さ
れ
な
い

時
は
、
漏
水
防
止
の
た
め
に
元
栓

を
止
め
ま
し
ょ
う
。
元
栓
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
り
ま
す
。

水道メーターボックス
　　　　維持管理のお願い

☎
お問い合わせ先
町土整備課
（８２）２２３6
ＩＰ（９８２）２２３6

町
土
整
備
課
か
ら
の

　
　
　
　お
知
ら
せ

す
。
な
お
、
損
害
賠
償
請
求
額

に
つ
い
て
は
、
需
要
と
供
給
の

関
係
で
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
の
下

落
が
続
く
と
は
限
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
価
値
下

落
分
そ
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
慰

謝
料
の
範
囲
で
救
済
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
相
談
は
役
場
窓
口

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
※
）
廉
価
＝
値
段
が
安
い
こ

と
。
安
値
。

分
譲
業
者
の
一
方
的
な
判
断
で

私
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価
値

が
減
少
す
る
の
を
黙
っ
て
耐
え

る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

分
譲
業
者
に
よ
る
値
下
げ
販
売

に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
資
産
価

値
が
低
下
し
た
こ
と
を
理
由
に

損
害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
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若桜スポーツ少年団
エコクラブ一斉清掃

　若桜スポーツ少年団エコクラブの子どもたちと保護者約１００名が、若

桜駅前周辺で清掃と花植え活動を行いました。�

　子どもたちは、雨の中指導者や保護者に教わりながら、土に肥料を混

ぜたり、苗を植えたりしました。また、熱心にゴミ拾いにも取り組みまし

た。�

　駅前公衆トイレの花壇には紫色のパンジーを、駅前のプランターには葉

ボタンや黄色のパンジーを丁寧に植えつけ、駅前が明るく彩られました。�

　子どもたちは「ゴミはあまり落ちていないなぁ」、「初めて花を植えた」

などと話をしながら、作業にあたっていました。�

ひとつひとつ丁寧に
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11月27日 日 〉〉〉

平成23年度
若桜町社会福祉大会

　平成２３年度若桜町社会福祉大会を若桜町公民館で開催しました。この大

会は、皆さんからいただいた赤い羽根共同募金の配分を受けて行われています。

�　始めに表彰式が行われ、町内の福祉団体に所属し、長年、福祉・ボランティ

ア活動に尽力してこられた９名の方が表彰されました。�

　その後、記念講演として、「認知症になった波平」をテーマにNPO東濃成年後

見センター�渡辺哲雄�理事長にご講演いただきました。�

　また、会場では、若ざくらふれあい作業所や若

桜こんにゃく振興会のバザー出店、船岡のたいや

き販売などが行われ、訪れた方々はとても満足そうでした。�

　この大会を通して、皆さん一人ひとりに地域の一員として支え合いの心を持って

いただき、安心して生活を送ることができる町づくりにつなげていきたいと思います。
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来場者でにぎわう吉川の出店テント前

吉川ＹＹＣが東京都
「むさしの青空市」で若桜町をＰＲ
11月13日 日 〉〉〉

　平成２３年度の人材育成・村おこし事業補助金を活用して吉川ＹＹＣ（会長�中嶋忠篤）と野菊の会（会長�津村智

子）のメンバーが東京都武蔵野市で開催された「むさしの青空市」に出店し、若桜町をＰＲました。�

　当日は地元特産のウィンナーやトマトケチャップを使ったホットドッグ、わら細工、若桜町産の新米、雑穀も

ちなどを販売し、武蔵野市民との交流を深めました。�

　吉川ＹＹＣは平成２０年から毎年８月に武蔵野市在住の家族を受入れ、吉川集落でのそば打ちや川遊びなどの

自然体験を通して交流を深めてきました。相互交流を推進するため、今回初めて武蔵野市を訪問しました。今後

も地域の活性化のための活躍が期待されます。�

渡辺哲雄理事長による記念講演

長年の活動に感謝いたします

まちづくりを考える
住民懇談会を開催

11月17日 木 ～ 12月12日 月 〉〉〉

　現在の「第８次若桜町総合計画」の基本計画期間が平成２３年度

をもって終了するにあたり、住民の皆様からお寄せいただいた意

見を次期総合計画に反映させるため、町内１３箇所で「まちづく

りを考える住民懇談会」を開催しました。�

　住民の皆様とともに若桜町の課題を解決し、地域の資源を有効

活用しながら住民生活の向上と地域の発展を実現するための話し

合いが行われました。�

　住民懇談会で皆様からお寄せいただいた意見や２０代～４０代

の方で構成している「まちづくり委員会」の意見、過去の総合計画

の成果と反省を踏まえ、現状と課題を充分把握したうえで、「総合計画

審議会」の答申を受け、「第９次若桜町総合計画」を策定します。皆様の

ご理解とご協力をお願いします。�

雨の中がんばって植えました

新町・山田町

落折・小船

藤原さんおめでとうございます

11月28日 月 〉〉〉

藤原暢夫さん100歳
　おめでとうございます！
　１１月２８日に、馬場の藤原暢夫さんが１００歳を迎えられ、

国から届いたお祝い状と記念品、町から長寿祝金と記念品を贈呈

しました。�

　町では、１００歳の長寿を迎えられた方に対して、ご長寿を祝

福し、多年にわたり社会の進展に寄与してこられたことに感謝す

るとともに町民の敬老思想を深め、老人福祉の増進を図るため、

長寿祝金を贈呈しています。�

　藤原さん、これからもお元気で長生きしてください。�

婚活 より良いサポート体制を
　　  築くために
～元気サミットを開催しました～

　自立を目指す市町村元気サミットを若桜町公民館で開催しました。このサミットは、単独で存続を決めた鳥取

県内の若桜町をはじめ９つの自治体の首長が集まり、知恵と工夫をこらした施策の推進を図り、これからのまち

づくりについて、ともに考える場として平成１６年に発足したものです。�

　各自治体では、少子化の要因の一つでもある未婚化、晩婚化の進行をふまえ、出会いと結婚につながるサポー

ト体制など、社会全体で支援する機運づくりを展開しています。�

　この度は、「婚活　より良いサポート体制を築くために」をテーマに各市町村の取組報告と課題、今後の方向性

について意見交換を行いました。�

　また、意見交換の後は、「現在の親と子の結婚観～親ばなれ・子ばなれ～」と題して、婚活サポート会社スタジ

オ昴(株)の林寿雄氏の講演を聞きました。お話しの中では、親と子の結婚観に開きがあることや、女性と男性

の結婚に対する考え方の違いなど、現在の特徴的な事例をお話しいただきました。�

　若桜町は、婚活事業を始めたばかりですが、サミットで出た話をふまえて、近隣の市町村と連携をとりながら

事業を進めて行きたいと思います。　　

11月25日 金 〉〉〉

各市町村の取組報告と意見交換
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個人の部の優勝・準優勝者とスポ少卓球部

若桜町卓球大会

チーム名 ①　若桜MSOクラブ ②　老体ごうぎん ③　スポ少卓球A 勝－負 順位
①　若桜MSOクラブ ２－１ ３－０ ２－０ １
②　老体ごうぎん １－２ ３－０ １－１ ２
③　スポ少卓球A ０－３ ０－３ ０－２ ３

１部（男子）
第 1位 山本　裕己（小６）
第２位 山口　海斗（小６）

２部（女子）
第 1位 山本　　彩（小５）
第２位 小林菜々子（小６）

白熱した試合が繰り広げられた団体戦

　個人の部

若桜スポーツ少年団
少女バレーボール部
県交流大会で３位入賞！

県大会３位に入賞した
若桜スポーツ少年団少女バレーボール部

　

平
成
23
年
度
鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
、

12
月
４
日
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
県
民
体
育
館
）

で
開
催
さ
れ
、
若
桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
東
部
第

１
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
第
１
試
合
で
、
浦
安

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
対
戦
し
、
２

－

０
で
快
勝
、
第
２

試
合
で
は
福
生
東
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
１

－

２
で

惜
し
く
も
破
れ
は
し
ま
し
た
が
、
県

大
会
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
県
大
会
の
大
舞

台
で
東
部
地
区
代
表
と
し
て
優
勝
を

目
指
し
、
元
気
よ
く
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

た
プ
レ
ー
を
展
開
し
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

14集落へ小型除雪機が
配備されました
　昨年の豪雪が記憶に新しいところですが、平成２２年度に各集

落から小型除雪機の新規配備と機械更新について要望をいただき

ました。たくさんの要望の中から、今年は１４台の小型除雪機を

集落へ貸付いたしました。�

　１２月９日に１１０cm級の除雪機を高野、上高野、若桜宿２、諸鹿、糸白見、根安集落へ、１２月

１２日には９０cm級の除雪機を赤松、内町、浅井、大炊、岩屋堂、栃原、落折集落へ配備させていた

だきました。�

　安全には十分気をつけて運転していただくとともに、集落で大切に使用していただきたいと思います。

　今後も、古くなった除雪機械の更新や、新規配備を要望する集落へ引き続き整備していく予定です。�

　【お問い合わせ先】町土整備課�☎�(８２)２２３６　ＩＰ（９８２）２２３６

12月9日 金 ・12日 月〉〉〉

除雪機の講習を受ける集落の皆さん

第64回全国植樹祭PR
キャラバン隊来庁
　平成２５年春季に「感じよう�森のめぐみと�緑の豊かさ」を

テーマに第６４回全国植樹祭が鳥取県で開催されるにあたり、

周知活動のためにPRキャラバン隊が来庁されました。�

　全国植樹祭は、森林・緑に対する国民的理解を深めるために、

毎年春季に天皇皇后両陛下ご臨席のもと、国土緑化推進機構と

開催県の共催により行われる国土緑化運動の中心的行事で、鳥

取県では４８年ぶり２回目の開催となります。�

　今後、PRキャラバン隊は大会シンボルマークの「トッキーノ」

を中心にして、県内の全市町村を訪問し、周知活動に努めるそ

うです。�

12月12日 月 〉〉〉

大会シンボルマーク「トッキーノ」と小林町長（右）

12月5日 月 〉〉〉

東部４町の行政事務からの
暴力団等の排除に関する
合意書の合同調印式
　東部４町（岩美町、智頭町、八頭町、若桜町）と鳥取、郡家、智

頭各警察署が八頭町役場で「行政事務からの暴力団等の排除に関す

る合意書」の合同調印式を行いました。�

　鳥取県では今年４月に県暴力団排除条例を制定しており、その後、市町村単位でも各警察署との合意書締結が

進んでいました。�

　合意書の主な内容は、建設工事や補助金、施設の指定管理者、公共施設の使用などの行政事務から暴力団など

を排除するほか、暴力団関係者かどうか警察署に照会し、警察署が調査して回答するなどです。�

　県東部町長会長の小林町長は「東部４町が警察署とそれぞれ連携を深め、公平・公正な行政事務に努めたい」

と決意を述べました。�

調印を終えた出席者

　

若
桜
町
卓
球
大
会
を
11
月
27

日
、
団
体
の
部
３
チ
ー
ム
、
個
人

の
部
11
名
の
参
加
の
も
と
行
い
ま

し
た
。

　

団
体
の
部
の
最
終
戦
で
は
、
若

桜
Ｍ
Ｓ
Ｏ
ク
ラ
ブ
と
老
体
ご
う
ぎ

ん
チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
ダ
ブ
ル
ス

３
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
気
の
ぬ
け

な
い
白
熱
し
た
試
合
が

続
き
、
１
ゲ
ー
ム
ず
つ

取
り
合
っ
た
後
の
３

ゲ
ー
ム
目
も
互
い
に
１

セ
ッ
ト
ず
つ
取
り
合
い
、

最
後
は
２

－

１
で
若
桜

Ｍ
Ｓ
Ｏ
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
は
、
男
子

の
部
と
女
子
の
部
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

下
級
生
が
上
級
生
に
負

け
ま
い
と
大
き
な
声
を

出
し
た
り
、
機
敏
に
動

い
て
玉
を
追
い
か
け
た

り
し
て
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　団体の部
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明けましておめでとうございます

今月の言葉　ルールを守り　楽しい仲間

皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は隣保館事業にご協力、ご支援いただき誠にありがとうございまし
た。今年も福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれた隣保館
として、差別や偏見のない明るいまちづくりに努めてまいります。
本年も皆様方のお力添えをよろしくお願い申し上げます。

隣保館職員一同

85

　

教
育
講
演
会
を
11
月
26
日
に
若

桜
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
福
山
市
立
女
子
短
期
大

学
保
育
科　

准
教
授　

田
丸
尚
美

先
生
を
お
迎
え
し
、
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参加者に語りかけられる講師の田丸先生

教育講演会
「子ども一人ひとりの持ち味を知る～親としてのかかわり～」

田
丸
先
生
の
お
話

　「
甘
や
か
し
」
は
、
親
が
親
切
を
お

し
つ
け
る
こ
と
で
親
の
側
の
感
情
や

都
合
が
先
に
あ
る
。
一
方「
甘
え
さ
せ
」

は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り

と
受
け
と
め
、
包
み
込
み
、
安
心
感

を
与
え
勇
気
づ
け
る
、
と
い
っ
た
お

話
で
し
た
。

　過
保
護
や
過
干
渉
は
、「
甘
や
か
し
」

に
な
り
や
す
く
、
子
ど
も
が
自
力
で

探
求
す
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
親
は
、
自
分
の
都
合
で
子
ど

も
を
動
か
し
て
お
り
、
親
の
考
え
を

押
し
つ
け
る
こ
と
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
。
手
を
か
け
る
よ
り
、
目
を

か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
参
加
者
の
声

☆
気
質
と
性
格
が
違
う
と
い
う

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
性
格

な
の
に
気
質
ま
で
変
え
よ
う

と
無
理
強
い
し
て
い
た
自
分

を
反
省
し
ま
し
た
。

☆
変
わ
ら
な
い
部
分
（
気
質
）

を
変
え
よ
う
と
努
め
る
よ
り
、

活
か
す
こ
と
を
考
え
た
方
が

良
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
大

人
の
焦
り
や
戸
惑
い
に
共
感

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
心
温
ま
る
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
大
人
自
身

の
あ
り
方
を
振
り
返
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
市
町
村
に
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
行
政
委
員
会

で
、
農
業
・
農
業
者
を
代
表
す
る
唯
一
の

組
織
で
す
。

　

選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
６
人
と
、
団
体

（
農
業
協
同
組
合
・
農
業
共
済
組
合
）
推

薦
２
人
、
町
議
会
推
薦
委
員
２
人
の
合
計

10
人
、
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
っ
て
何
？

☎
お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９
ＩＰ（９８２）２２３9

12
月
13
日
に

農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
利
用
権
認
定　
　

１
件

○
田
や
畑
な
ど
の
農
地
に
、
家
な
ど
の

建
物
を
建
て
た
り
、
農
作
物
を
作
る

こ
と
以
外
に
使
う
と
き
に
は
、
転
用

の
許
可
を
出
し
ま
す
。

○
農
家
の
人
が
、農
作
物
を
作
る
た
め
、

農
地
の
売
買
を
し
た
り
、
貸
し
借
り

を
す
る
と
き
に
、
相
談
を
受
け
て
許

可
を
出
し
ま
す
。

○
農
業
に
関
す
る
情
報
を
農
家
の
人
に

提
供
し
ま
す
。

○
地
域
内
の
農
業
及
び
農
業
者
に
関
す

る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
を

公
表
し
た
り
、
行
政
庁
の
諮
問
に
応

じ
て
答
申
し
ま
す
。

○
遊
休
農
地
、
違
反
転
用
農
地
が
な
い

か
監
視
し
、
農
地
の
保
全
に
努
め
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
を

　
　
　

し
て
い
ま
す

最も印象に残ったことは？ 皆が一生懸命で７年ぶりに感動した。
一つ一つのイベントがとても充実していた。

パネル・作品展示などはどうでしたか？ 作品に対する意気込みが伝わって来た。
きちんとまとまりがあった。

交流会・催しはどうでしたか？ 学習会は充実していた。
人権劇は良かったが、マイクの声が小さかった。

バザーはどうでしたか？ 大変結構でした。大盛況で良かった。
内容も充実していました。

その他・気づかれたことはありますか？ 地元の暖かい気心に感謝いたします。
年々レベルアップしているように感じました。

第24回「若桜町部落解放ふれあいまつり」の感想
～アンケート結果から～

隣保館では、読み聞かせ・フラワーアレンジメント・書道などの教室を開いています。

同じ花でも各自のアレンジで
様々違うので楽しいです

書道を学んで字も心も美しく

人権まもる君とあゆみちゃん
（卵の殻を集めて作りました）

平成24年１月13
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（さ
く
ら
吟
社
）

お
か
し
い
な
確
か
眼
鏡
を
置
い
た
は
ず　

　

植
田
み
の
る

高
齢
者
後
が
な
い
か
ら
頑
張
れ
る　
　
　

　

門
村　

千
代

冬
に
会
う
覚
悟
を
決
め
て
柿
の
れ
ん　
　

　

蔵
本　

悦
子

お
隣
も
大
き
な
家
に
二
人
居
り　
　
　
　

　

中
田　

房
江

足
腰
が
お
か
し
く
な
っ
た
八
十
路
坂　
　

　

茗
荷　

き
み

浮
気
グ
セ
妻
が
消
火
器
構
え
て
る　
　
　

　

盛
田　

夢
路

お
か
し
く
て
笑
い
過
ぎ
れ
ば
涙
出
る　
　

　

石
岡
せ
つ
子

素
晴
ら
し
い
紅
葉
テ
レ
ビ
で
見
る
時
代　

　

西
谷　

幸
子

消
火
し
た
焼
け
ぼ
っ
く
い
に
火
が
着
い
た

　

土
岐　

昌
子

定
年
な
し
生
涯
続
く
趣
味
を
生
き　
　
　

　

谷
口　

史
子

格
言
の
と
お
り
子
供
に
付
い
て
行
く　
　

　

永
原　

昌
鼓

歳
だ
か
ら
あ
れ
や
こ
れ
や
と
考
え
る　
　

　

藤
原
美
智
恵

花
の
村
花
ご
し
ょ
う
柿
花
の
よ
う　
　
　

　

川
上　
　

巧

消
火
器
が
い
る
ほ
ど
の
恋
し
て
み
た
い　

　

山
本　

欣
和

立
小
便
風
向
き
変
わ
り
大
慌
て　
　
　
　

　

盛
田　

康
秋

消
防
車
で
も
消
す
こ
と
出
来
ぬ
火
の
車　

　

中
島　

寿
道

化
粧
し
た
方
が
お
か
し
な
顔
に
な
る　
　

　

竹
口　

清
信

火
遊
び
に
気
づ
い
て
妻
が
初
期
消
火　
　

　

藤
原　

鬼
桜

異
常
な
し
今
日
も
朝
か
ら
飲
め
そ
う
だ　

　

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

天
高
し
の
ん
び
り
動
く
阿
蘇
の
馬　

西
尾　

青
雨

即
売
の
蜜
柑
に
集
ふ
人
の
群

　

山
根　

里
江

日
射
受
け
玉
ね
ぎ
植
え
る
背
の
温
し

坂
口　

仲
子

親
と
子
で
す
す
る
夕
餉
の
な
め
こ
汁

谷
口　

裕
子

大
鍋
に
動
き
合
ひ
混
む
お
で
ん
種

中
村　

節
枝

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

落
葉
踏
む
雑
木
林
に
日
の
斑
揺
る　
　
　

　
　
　

山
本　

小
品

山
茶
花
の
白
の
き
は
ま
る
垣
根
か
な　
　

　
　
　

岡
田
よ
し
子

母
と
子
の
声
の
明
る
き
落
葉
径　
　
　
　

　
　
　

田
島　

富
子

姉
ひ
と
り
住
む
古
き
庭
石
蕗
花
灯
る　
　

　
　
　

谷
口　

裕
子

天
高
し
息
と
と
の
へ
て
ボ
ー
ル
打
つ　
　

　
　
　

盛
田　

紘
子

艶
や
か
に
照
る
柿
紅
葉
山
の
畑　
　
　
　

　
　
　

竹
本　

光
子

勝
手
口
か
ご
い
っ
ぱ
い
に
里
の
柚　
　
　

　
　
　

茗
荷　

恵
子

　

心
と
体
を
落
ち
着
か
せ
、

実
用
習
字
へ
の
歩
み
だ
し

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

写
経
の
体
験
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
山
本
欣
和
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
18
名
の
方

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
の
説
明
の
あ

と
、
約
２
時
間
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
殆
ど
話
も

せ
ず
休
憩
も
取
ら
ず
、
一

心
に
般
若
心
経
２
７
６
文

字
を
写
経
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

何
も
考
え
ず
に
、
ひ
た

す
ら
書
き
写
す
こ
と
で
、

会
場
は
シ
ー
ン
と
静
ま
り
、

あ
わ
た
だ
し
い
日
常
と
は

違
う
時
間
が
流
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

写
経
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
11
月
９
日
・
24
日
）

　

教
育
委
員
会
が
、
７
月
に
公
民
館
１
階

に
移
転
し
、
そ
れ
を
機
に
ト
イ
レ
や
フ
ロ

ア
（
床
）
な
ど
が
修
理
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
会
議
室
の
名
称
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
内
板
に
は
英

語
・
韓
国
語
で
も
表
記
し
て
あ
り
ま
す
。

１
階

老
人
研
修
室
→
和
室
（
集
会
室
・
調
理
室

は
変
更
な
し
）

２
階

会
議
室
→
小
会
議
室
、
旧
図
書
室
→
中
会

議
室
、
農
林
業
技
術
研
修
室
→
大
会
議

室
、
婦
人
研
修
室
→
和
室
、
青
年
研
修
室

→
団
体
交
流
室

　

講
習
会
に
参
加
希
望
の
方
は
、
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
初
心
者
の
方
で

も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
物
を

作
る
の
は
楽
し
い
で
す
よ
♪

講
習
会
の
お
知
ら
せ

公
民
館
会
議
室
の

名
称
を
変
更
し
ま
し
た

カ
ズ
ラ
編
み
講
習
会

　

１
月
14
日（
土
）13
時
30
分
か
ら
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
は
、

手
作
り
楽
器
を
使
っ
た
演
奏
会

で
し
た
。

　

講
師
は
、
元
中
学
校
の
校
長

で
、
現
在
は
趣
味
で
い
ろ
い
ろ

な
手
作
り
の
楽
器
を
制
作
さ
れ

て
い
る
、
鳥
取
市
の
八
幡
建
一

さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

汽
車
の
形
を
し
た
笛
と
竹
を

使
っ
た
笛
で
す
。

　

汽
車
の
形
の
笛
は
、
八
幡
さ
ん
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
長
方
形
や
丸
な
ど
の
小
さ
い
木
の
パ
ー
ツ
13
個
を
組

み
合
わ
せ
て
接
着
し
、
紙
ヤ
ス
リ
で
磨
い
て
作
り
ま
し

た
。　

　

竹
の
笛
は
、
細
く
切
っ
た
竹
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
、

自
分
で
気
に
入
っ
た
音
色
の
と

こ
ろ
で
接
着
す
る
の
で
す
が
、

い
い
音
色
に
す
る
の
が
な
か
な

か
む
ず
か
し
そ
う
で
し
た
。

　

笛
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
、

今
度
は
演
奏
会
で
す
。
ま
ず
、

八
幡
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
笛
で

演
奏
さ
れ
、
そ
の
あ
と
そ
れ
ぞ

れ
自
分
で
作
っ
た
笛
で
音
楽
に

あ
わ
せ
合
奏
し
ま
し
た
。
み
ん

な
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

（
11
月
26
日
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
た

こ
の
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
の
講
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
は
、鳥
取
市
「
フ

ラ
ワ
ー
工
房
ハ
ル
」
の
米
澤

陽
子
先
生
で
す
。

　

ま
ず
、
ヒ
ム
ロ
杉
を
７

㎝
く
ら
い
の
長
さ
に
切
り
、

切
っ
た
も
の
を
５
～
６
個
ず

つ
束
ね
て
、
切
っ
て
丸
く
曲

げ
た
太
い
針
金
に
く
く
り
つ

け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
あ
と
、

松
ぼ
っ
く
り
・
オ
レ

ン
ジ
の
輪
切
り
・
綿

の
花
な
ど
思
い
思
い

に
飾
り
つ
け
を
し
、

リ
ボ
ン
を
つ
け
て
出

来
上
が
り
で
す
。

　

約
２
時
間
の
作
業

で
と
て
も
ス
テ
キ
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ー

ス
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た

み
な
さ
ん
も
大
満
足

の
様
子
で
、
笑
顔
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会

（
12
月
10
日
）

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

　

12
月
30
日
（
金
）
～
１
月
４
日
（
水
）

ま
で
、
若
桜
町
公
民
館
・
中
原
分
館
は
休

館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

寄
せ
植
え
講
習
会

　

２
月
25
日（
土
）13
時
30
分
か
ら

「
春
の
寄
せ
植
え
講
習
会
」を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
わ
か

さ
２
月
号
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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ほうじょう としがみ

そ れいさい

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
２
・
１
月
号

Ｎ
Ｏ
・
85

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

新 着 図 書 2011．11．30まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

河北新報社・河北新報のいちばん長い日今野 敏・任侠病院

山北 篤・図解日本神話宮本 昌孝・陣星（いくさぼし）、翔ける

乙武 洋匤・希望山本 一力・花明かり

柏木 惠子・父親になる、父親をする湊 かなえ・境遇

進藤 義晴・これが本当の「冷えとり」の手引書大村 友貴美・存在しなかった男

後藤 利夫・あなたの知らない乳酸菌力（パワー）五十嵐 貴久・サウンド・オブ・サイレンス

小沢 のり子・専門店のシフォンケーキ誉田 哲也・ドルチェ

川浦 良枝・しばわんこの四季の庭平 安寿子・コーヒーもう一杯

奥田 英朗・どちらとも言えません綿矢 りさ・かわいそうだね？

成毛 眞・日本人の９割に英語はいらない山本 幸久・一匹羊

≪ ヤングアダルト ≫新井 素子・結婚物語（上・下）

三上 延・ビブリア古書堂の事件手帖 ２乾 緑郎・忍び秘伝

鎌田 實・アハメドくんのいのちのリレー芦辺 拓・七人の探偵のための事件

≪ 児 童 書 ≫恒川 光太郎・金色の獣、彼方に向かう

くさの たき・ふしぎなのらネコ小路 幸也・東京ピーターパン

上條 さなえ・しあわせラーメン、めしあがれ！鏑木 蓮・しらない町

たかどの ほうこ・ドレミファ荘のジジルさん折原 一・帝王、死すべし

ルーネル ヨンソン・ビッケと赤目のバイキングジェフリー ディーヴァー・007白紙委任状

≪ 絵 本 ≫沢木 耕太郎・ポーカー・フェース

早川 純子・あずきまる藤堂 志津子・独女日記

森山 京子・バスがくるまで竹浪 正造・はげましてはげまされて

富安 陽子・わがはいはのっぺらぼう佐藤 愛子・これでおしまい

≪ 郷 土 ≫曾野 綾子・人生の旅路

日本海テレビジョン・鳥取県伝説のレシピ太田 光・しごとのはなし

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

７
日
・
日（
土
）

28
時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

７
日
・
日（
土
）

28
時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

７
日
・
日（
土
）

28
時

分
～

時

分

10

40

11

30

日
・
日（
木
）

12

26
時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

７
日
・
日（
土
）

28
時

分
～

時

分

11

40

12

30

日
・
日（
木
）

12

26
時

分
～

時

分

17

40

18

30

１
月
の
予
定

年始の営業予定

１月１日（日）
１月２日（月）
１月３日（火）
１月４日（水）
１月５日（木）閣通常営業

本年も皆様の健康を願い
良い年にいたしましょう。

2012年もよろしくお願いします。

休館日

券
献
犬
献
鹸


